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太
平
洋
戦
争

昨
年
か
ら
昭
和
村
公
民
館
等
で

開
催
さ
れ
て
い
る
「
昭
和
学
講
座
」

で
、
本
年
九
月
四
日
、
野
尻
元
町

の
佐
藤
庄
市
さ
ん
（
大
正
十
二
年

生
、九
十
一
歳
）
に
よ
る
講
話
「
語

り
継
ぐ
戦
争
体
験

死
線
を
こ
え

て
」
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
十
七

年
に
出
征
し
、
昭
和
二
十
一
年
五

月
十
五
日
に
無
事
に
帰
郷
さ
れ
る

ま
で
の
こ
と
を
、
本
名
幸
平
教
育

長
と
の
対
談
の
か
た
ち
で
語
ら
れ

ま
し
た
。

庄
市
さ
ん
は
平
成
十
六
年
に

『
戦
争
の
な
い
世
界
を

太
平
洋

戦
争

決
死
行
』（
百
十
頁
）
を

奥
会
津
書
房
か
ら
自
費
出
版
さ
れ

て
い
ま
す
。

ア
カ
ソ
等
の
供
出

さ
て
、
戦
時
中
の
昭
和
村
で
は
、

「
よ
く
ア
カ
ソ
（
赤
苧
、
あ
か
そ
）

を
採
ら
さ
れ
て
供
出
し
た
」
と
村

人
か
ら
よ
く
聞
か
さ
れ
ま
す
。
ア

カ
ソ
は
山
道
の
道
路
沿
い
や
水
路

脇
な
ど
に
自
生
し
て
い
る
植
物
で

す
。
昭
和
村（
野
尻
組
）で
は
ア
サ
、

カ
ラ
ム
シ
は
畑
で
栽
培
・
生
産
し

て
い
ま
す
が
、
ア
カ
ソ
は
野
生
の

植
物
で
繊
維
を
採
る
こ
と
は
あ
ま

り
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し

物
資
不
足
の
戦
時
中
に
は
様
々
な

も
の
を
野
山
か
ら
採
取
し
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近

で
は
ア
カ
ソ
の
カ
ラ
ッ
パ
ギ
を
編

み
組
み
工
芸
品
の
素
材
と
し
て
利

用
が
普
及
し
て
見
直
さ
れ
て
い
る

植
物
繊
維
で
す
。

本
年
の
六
月
二
十
五
日
、
七
月

五
日
、
八
日
、
二
十
日
と
下
中
津

川
の
本
名
信
一
さ
ん
が
所
蔵
し
て

い
る
繊
維
に
関
す
る
文
書
資
料
を

閲
覧
・
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
な

か
か
ら
、
今
回
は
、
戦
時
中
の
も

の
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

信
一
さ
ん
宅
は
江
戸
時
代
に
名

主
を
務
め
、
そ
の
後
も
地
区
の

役
宅
で
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
様
々

な
資
料
を
代
々
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。
下
中
津
川
大
火
の
際
も
土
蔵

に
資
料
は
お
か
れ
た
た
め
、
火
災

か
ら
逃
れ
ま
し
た
。

当
時
の
資
料
を
残
さ
れ
た
信
甫

さ
ん
の
昭
和
十
九
年
頃
の
ノ
ー
ト

に
は
、「
松
根
赤
松
ノ
優
良
ナ
ル

モ
ノ
ヲ
期
間
中
ニ
（
八
月
二
日
迄
）

出
ス
事
」
と
か
、「
三
三
七
五
部

隊
ヨ
リ
依
頼
、
麻
種
（
四
斗
）・

精
麻
（
三
十
貫
目
）・
シ
ナ
皮
（
八

貫
目
）
十
五
日
迄
。
一
戸
平
均

五
十
匁
。
麻
種
余
分
ニ
取
ル
事
」

ま
た
、
手
書
き
で
筆
耕
し
た
ガ

リ
版
（
謄
写
版
）
印
刷
の
回
覧
も

数
点
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

写
真
の
資
料
は
、「
戦
時
繊
維

非
常
増
産
ニ
付

左
記
ノ
モ
ノ
ヲ

取
リ
テ
下
サ
イ
」
と
あ
り
、

「
桑
皮
、長
サ
二
尺
五
寸
、剥
（
は
）

グ
時

切
レ
タ
ル
モ
差
支
ヘ
有
リ

マ
セ
ン
」

「
ア
カ
ソ
、
今
迄
通
リ
、
乾
茎
ニ

ス
ル
ノ
デ
ス
、
今
カ
ラ
刈
取
ッ
テ

下
サ
イ
」

「
藤
皮
、
長
サ
三
尺
、
黒
皮
付
デ

結
構
デ
ス
、
之
モ
取
ッ
テ
下
サ
イ
」

「
シ
ナ
皮
、
木
ヲ
見
付
ケ
タ
ラ
剥

デ
下
サ
イ
」

「
ヒ
マ
ノ
木
、
実
ヲ
取
終
ッ
テ
モ
、

捨
テ
ナ
イ
デ
下
サ
イ
」

以
上
沢
山
オ
願
ヒ
致
シ
マ
ス
。

第
一
区
。

そ
の
他
、
昭
和
十
九
年
九
月
に

昭
和
村
農
業
会
が
出
し
た
回
覧

「
麻
屑
供
出
ニ
就
テ
」、
十
月
十
五

日
の
「
屑
麻
持
参
方
ニ
就
テ
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
次
の

よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。麻

屑
で
も
捨
て
な
い
で
昨
年
の

様
に
、
洗
っ
て
出
し
て
戴
き
ま
す
。

人
的
不
足
の
折
柄
、
誠
に
御
苦
労

様
と
は
存
じ
ま
す
が
、
こ
う
し
て

寸
暇
を
さ
い
て
供
出
致
し
ま
し
た

の
が
、
第
一
線
に
於
て
勇
戦
奮
斗

せ
ら
れ
ま
す
皇
軍
将
兵
の
決
戦
衣

料
品
と
な
り
又
其
の
一
部
は
各
位

の
可
愛
御
子
様
方
の
学
童
服
と
し

て
還
元
配
給
せ
ら
れ
ま
す
か
ら
価

格
と
人
的
資
源
と
を
克
服
せ
ら
れ

恩
を
第
一
線
或
は
決
戦
衣
料
品
に

致
さ
れ
ま
し
て
一
貫
匁
で
も
多
く

供
出
し
て
戴
く
事
を
念
願
致
し
て

居
り
ま
す
。
尚
、
価
格
の
点
は
大

体
昨
年
単
位
と
な
り
ま
す
。

以
上
紹
介
し
た
こ
と
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
戦
時
中
の
モ
ノ
不

足
の
時
ほ
ど
、
野
山
の
植
物
が
見

直
さ
れ
た
時
代
は
な
か
っ
た
の
で

す
。
マ
ツ
の
木
の
根
か
ら
油
を
取

り
、
様
々
な
植
物
か
ら
繊
維
を
採

る
…
。
ま
た
こ
の
時
代
、
日
本
政

府
が
苧
麻
（
カ
ラ
ム
シ
・
ラ
ミ
ー
）

の
種
子
を
国
内
す
み
ず
み
に
配
布

し
、
そ
の
作
付
け
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
軍
服
用
の
繊
維
と
し
て
供

出
さ
せ
ま
し
た
。
昭
和
村
で
は
種

子
か
ら
カ
ラ
ム
シ
を
栽
培
す
る
こ

と
は
行
わ
れ
ず
、
株
（
根
）
分
け

法
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

【連
載
】
新
史
料
紹
介

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

菅
家

博
昭

（大
岐
）

野
尻
組
の
「麻
」
「か
ら
む
し
」
～
第
10
回
～

▶ 昭和十九年頃の回覧（アカソ）

▶ 佐藤庄市さん

▶ アカソ














